
＜参考＞ 山本地域３校の校章

山本中学校 森岳小学校 金岡小学校

【由来】

①全体を山にかたどる中に、中をあて、山中を

表す。

②三本の出張りは、旧三中学校（三村）を意味

し、三校一体を表す。

③中央の中は、将来の山中の発展を祈り金色

にしたもの。

【由来】

昭和 33 年に校歌と同時に制定されました。

小学校の「小」の字の周りを三本の木で取り囲

み、森岳の「森」を表しています。

この三本の木は、こどもが手をつないでい

る姿にも見えます。子供たちの頭は勉強に使

うペンの形になっています。このように、森岳

小学校の校章は、郷土と人と学問の組み合わ

せから成り立っています。

【由来】

図案化された金岡の表徴は、人々の和のつ

ながりと豊かな土地の表現をしている。

「金」の文字は、左右に二つに割っても同じ

字書で、揺るぎない人々の和のつながりを意

味している。

そして、菱形の字形は、山や田野を表してい

る。



＜参考＞ 八竜地域３校の校章

八竜中学校 浜口小学校 湖北小学校

【由来】

学校が昇竜のように常に目的に向かって限

りなく、一致協力して発展していくことを願っ

て作られた。

台図は竜の頭と体を意味している。乗って

いる図は八竜の「八」を表し、左右で二つの学

校（鵜川・浜口）を中の文字でがっちりと結び

付いていることを表しているとともに、末広が

りの「八」を逆さにし、限りなく発展することを

意味している。

【由来】

白波に帆を配し、静かな中にも生々躍動す

る発らつさを表したもの。三つの帆は、家庭、

学校、社会がしっかりと子どもを支え、正しい

成長をめざして進む姿を意味し、別には、校内

の低・中・高学年が学校の中心に向かって協同

する姿を意味する。周囲の波は、静かに沈黙を

守っている波も、一度奮い立てば広大無限に

活動し、いかなる障害をも乗り越えて突進する

という意味を示したもの。

長い伝統と、燃える希望に洋々たる浜口小

学校の前途を表したのが校章である。

【由来】

糸まきを型どったもの。善い行いができた日

は、白い糸を巻いていったという話がありま

す。

一日一日、善行を積み重ねてほしいという

願いが込められています。


